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第１小主題 （教育課程）

教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

【北会津支会】 会津若松市立一箕中学校 河原田 哲哉

1

はじめに

【北会津支会】

＊全13校
会津若松市 １１校（うち義務教育学校２校）
磐梯町 １校
猪苗代町 １校

＊全ての学校が「コミュニティ・スクール」
＊１市２町ともに、地域連携がさかん

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～
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はじめに

校⾧の実践研究にあたり・・・

昨年度までの各校の実態・課題に基づく継続実践
と今年度から取り組んでいる実践との別はあるもの
の、本支会では、各校の実践を共有し協議すること
で、見出された共通の課題や有効な実践方法などを、
今後の各校⾧の実践に反映させながら研究を推進す
ることとする。

ポイント１ 支会としての研究になるように
ポイント２ 実践の列挙で終わらせないように

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

3

本日の発表
Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
4
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Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区の教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
5

【研究の趣旨】

自校における実態や課題を把握し、
〇 解決するために校⾧としてどのようにカリキュラム・マ
ネジメントに関わったのか、
〇 それにより組織的な教育活動の改善・充実にどのように
作用し、生徒・教職員・保護者・学校と地域との関係など
にどのような変容があったのかを把握しながら、
〇 校⾧の働きかけの成果と課題を累積する。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～
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【研究の趣旨】

校⾧の学校経営の視点からの成果と課題の共有化
を図り、各校の課題解決や教育活動の質の向上に資
する実践研究とする。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

7

【研究の方法】
（１）検討課題の把握

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

研修会で
自校の実態や課題

を踏まえた

テーマやねらい
を持ち寄り

整理・検討

◆地域学校協働活動の充実によ
り、地域との連携はかなりの程
度進んでいるものの、生徒の実
態を踏まえた育成したい資質・
能力を明確にした学習の展開に
課題がある。
◆学校運営協議会や教職員と教
育目標や目指す生徒像を共有し
ているが、その具現化のために
は、ＰＤＣＡサイクルを確かに
働かせることが不可避である。

8
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検討課題

〇 育成したい資質・能力を整理し、それら
をめざした系統的・発展的な体験や学習
を展開していく。

〇 学校運営ビジョンを共有し、組織を活か
したＰＤＣＡサイクルを機能させていく。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

9

【研究の方法】
（２）各校の実践課題と視点の設定

（３）各校における実践推進

北会津支会 教育活動の質の向上を目差して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

支会の検討課題

◆今年度、各校で校⾧が取り組む実践課題（具体的な取
組）を明確にし、共有する。
◆実践課題に応じて視点を設定する。

10
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【研究の計画】
≪１年次≫

ア 学校経営上の課題の整理、検討課題の設定
⇒ 各校における実践課題（視点）の設定

イ 各校における実践推進
⇒ 実践の共有・研究協議

ウ 成果と課題の共有・整理

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

11

【研究の計画】
≪２年次≫
ア 検討課題に迫るための各校の２年次の実践課題（視
点）の設定

イ 各校における実践推進 ⇒ 実践の共有・研究協議
ウ 成果と課題の共有・整理

≪３年次≫
ア １年次・２年次の成果と課題を踏まえた各校の３年
次の実践課題（視点）の設定

イ 各校における実践推進 ⇒ 実践の共有・研究協議
ウ 振り返りとまとめ

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～
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Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区の教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
13

【実践事例１】

問題発見・解決能力育成のための探究
的な学習の充実に向けた取組

【視点２】

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～
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ア テーマやねらい

総合的な学習の時間における学習の全体計画
はあるものの、実質、各学年の計画によって進
められており、取組状況にも差が見られる。
学校全体として、問題発見・解決能力の育成

につながる探究的な学習を充実させていきたい。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

15

イ 校⾧の関わり

系統的で探究的な学びの位置づけのために

（１）教職員の理解を促進した上で、
（２）地域との連携を校⾧がリードし、
（３）教職員の参画を推進している。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

16
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ウ 実践の概要

（１）教職員の理解促進

職員会議や運営委員会等の場で、教職員に説明した。

① 中学校における総合的な学習の時間の課題について
② ＶＵＣＡの時代を生き抜くために必要な資質・能力
について

③ 探究的な学習の必要性について

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

17

ウ 実践の概要

（２）地域との連携をリード

① 企業との打合せを校
⾧自らが行った。
② 探究的な学習で育成
したい資質・能力を校
⾧が学年ごとに作成し、
企業と協議した。
③ 各学年６時間程度の
試行プログラムを実施
した。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

18

17
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ウ 実践の概要

（３）教職員の参画推進

① 次年度の年間計画の骨
子を校⾧が作成し、各学
年２０時間程度の学習を
進めることとする。

② 各学年の年間計画は、
各学年と企業がオンライ
ンで協議を進めている。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

19

Ｒ７ 探究学習（素案）
１年 ２年 ３年

1 OT OT OT

2 ○事前調査 企業人と語る会 ２０年後の会津Ｐ

3 ○事前調査 企業人と語る会 ２０年後の会津Ｐ

4 事前調査 ○会津人と語る会 ２０年後の会津Ｐ

5 事前調査 ○会津人と語る会 ２０年後の会津Ｐ

6 事前調査 職場体験準備 ２０年後の会津Ｐ

7 FW 職場体験準備 行政・説明 ミッション

8 FW 職場体験 企業説明 ミッション

9 FW 職場体験 グループ協議

10 FW 職場体験 グループ協議

11 FW 職場体験 動画作成

12 FW 職場体験 動画作成

13 発表準備 職場体験 動画作成

14 発表準備 職場体験 中間発表

15 発表 職場体験 動画作成

16 職場体験 動画作成

17 職場体験 発表

18 職場体験

19 職場体験

20 発表準備

発表準備

発表

１年 インプット ２年 前半インプット ２学期までに終了

会津の今を学ぶ 職業(地場産業など)から見た会津

会津の再発見 職場体験は１２Ｈ

会津の宝

○事前調査 ＷＳスタイル ○ＷＳスタイル

   

●プレゼン力 ●プレゼン力 ●プレゼン力

●コミュニケーション力 ●コミュニケーション力 ●コミュニケーション力

●協働する力 ●協働する力 ●協働する力

●課題発見力 ●課題解決力

Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
20
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【実践事例２】

ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進の
ための教育課程の改善

【視点２】

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

21

ア テーマやねらい

教育目標である「志をもって学び、地域に貢
献する生徒」の育成のために、次のような資
質・能力の育成につながる教育課程を推進した
い。
〇確かな学力
〇基礎的・汎用的能力
〇ＳＤＧｓの視点に立った思考力・判断力

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

22
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イ 校⾧の関わり

（１）自校における研究推進教師を校⾧が務め、
（２）地域の人的・物的資源の活用や協働のコー

ディネーターとなり、
（３）各教育活動とＳＤＧｓとの関連付けを指導

助言していく。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

23

ウ 実践の概要

（１）研究推進教師として
① 生徒の実態把握のためのアンケートの実施と分析を
行った。

② SDGｓ教育についての研修会を行った。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

24

23
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ウ 実践の概要

（２）コーディネーターとして

① 3年生の修学旅行発表会
に、１年生も参加できるよう
にし、一緒にＳＤＧｓについ
て学習する機会を設けた。

② 各教科、道徳、特別活動、
総合的な学習の時間における
実践を加えたいとコーディネートしている。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

25

ウ 実践の概要

（３）指導助言

① 生徒のＳＤＧｓに対する興味・関心が高まっている
と言える姿を捉えて教員に伝え、意識化を図っている。

② ＳＤＧｓの視点でキャリア教育を推進する意義を、
教員に繰り返し指導している。

③ 次年度の教育課程に位置づけるよう指導していく。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

26
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Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
27

【実践事例３】

地域社会と学校が共に子どもの成⾧を
支えるための校区教育資源の活用

【視点３】

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

28

27

28



2025/10/10

15

ア テーマやねらい

校区の教育資源（人、物、お金、情報、時間
など）を効果的に活用し、地域社会との協働に
より、目指す生徒像の具現化と子どもの多様な
成⾧を実現したい。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

29

イ 校⾧の関わり

（１）目標の明示と共有に重点を置き、
（２）人事評価制度を活用して教職員の参画意識

を醸成し、
（３）地域学校協働活動コーディネーターや学校

運営協議会との連携を促進した。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

30

29

30
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ウ 実践の概要

（１）目標の明示と共有に重点

① 学校経営・運営ビジョン
に「目指す生徒像」を明記
した。

② 教職員への説明と生徒へ
の講話を行った。

③ 機会を捉え、繰り返しの説明や講話に努めた。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

31

ウ 実践の概要

（２）人事評価制度を活用

① 教職員それぞれの立場での関わり方を、具体的な目
標として設定を促した。

② 面談を通して「目標」「手だて」について共有し、
助言を加えた。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

32

31

32
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ウ 実践の概要

（３）地域学校協働活動コーデ
ィネーターや学校運営協議
会との連携促進

コーディネーターや協議会との情報交換・連携によって
① 地区青少年育成協議会と連携したあいさつ運動
② 通学路のごみ拾い活動
③ 地域防犯協会行事への協力出演（合唱部）
④ 地域の専門家による環境問題等の授業
⑤ 実践についての発信（学校、校⾧、区⾧会） など

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

33

Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
34

33

34
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【実践事例４】

ＰＤＣＡサイクルを確立させるための
学校運営ビジョンの共有と

人事評価の活用
【視点１】

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

35

ア テーマやねらい

教職員参画による学校経営・運営ビジョ
ン作成により、ビジョンを意識した教育活
動の展開を促進し、全校生徒を全職員で指
導する意識を醸成したい。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

36

35

36
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イ 校⾧の関わり

学校経営・運営ビジョンの方向性について
（１）教頭や教務主任と共通理解を図り、
（２）運営委員会・職員会で協議し、学校運営協

議会に意見を求めた。
（３）ビジョンの「重点実践事項」・「評価指標」

に基づいた自己目標の設定について指導助言
した。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

37

ウ 実践の概要

（１）教頭や教務主任との共通理解

① 次の２点について意見を求めた。
・「学年目標」を削除すること
・「目指す教師像」
「共有すべき教職員の指導への思い」
「評価指標」 を新たに加えること。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

38

37

38
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ウ 実践の概要

（２）運営委員会・職員会議で協議
① 「評価指標」の必要性について説明した。
② 運営委員会での意見を踏まえて、職員会議で提示し
た。

③ 「評価指標」修正の意見があり、検討を経て、低い
数値目標に設定し直した。

④ 学校運営協議会では、地域学校協働活動を重点実践
事項に盛り込んでほしいとの意見があり、修正を加え
た。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

39

ウ 実践の概要

（３）自己目標の設定について指導助言

① 「評価指標」を生かした自己目標の設定を促した。
② 面談をとおして、自己目標について指導助言を行っ
た。

③ ビジョンを意識した教員の実践を認め価値づけし、
日常的な指導助言に努めている。

④ 職員会議で進捗について確認している。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

40

39

40
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Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
41

【実践事例５】

学校運営ビジョンの進捗状況を把握し
改善を図るための定期チェックの活用

【視点１】

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

42

41

42
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ア テーマやねらい

ビジョンを実現し「子どもたちの満足度」
を高めることが校⾧の使命である。「子ども
たちの満足度」を教職員と共有し、都度の改
善を図っていきたい。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

43

イ 校⾧の関わり

（１）学校経営・運営ビジョンに「子どもたちの
満足度」を位置づけ、

（２）子どもたちへの定期アンケートを実施し、
（３）その結果に基づいた改善を指導助言してい

る。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

44

43

44
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ウ 実践の概要

（１） 「子どもたちの満足度」の位置づけ

① 「子どもたちの満足度」を４項目で捉える。

・学校が楽しい
・みんなで何かをするのは楽しい
・授業に主体的に取り組んでいる
・授業がよくわかる

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

45

ウ 実践の概要

（１） 「子どもたちの満足度」の位置づけ

② 学力向上を支える基本的な生活習慣・学習訓練の５項
目も設定した。
・あいさつ・返事をする（ていねいな言葉遣い）
・相手の話を聴く
・時間を守る
・身じたく・履き物を整える
・清掃に真剣に取り組む

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

46

45

46



2025/10/10

24

ウ 実践の概要

（２）定期アンケート
① 校⾧が自らGoogleフォームアンケートを作成し、
全校生対象に調査している。

② アンケートは前述９項目のみ。
③ おおよそ２カ月に１度のサイクルで調査。

（３）結果に基づいた改善
① アンケート結果を教職員と共有して、各分掌で改善
に取り組む。

② 改善の方法や方向性について、校⾧が指導助言して
いる。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

47

Ⅰ 研究の概要

Ⅱ 実践事例
１ 問題発見・解決能力育成のための探究的な学習の充実
に向けた取組

２ ＳＤＧｓを柱にした教育活動の推進のための教育課程
の改善

３ 地域社会と学校が共に子どもの成⾧を支えるための校
区教育資源の活用

４ ＰＤＣＡサイクルを確立させるための学校運営ビジョ
ンの共有と人事評価の活用

５ 学校運営ビジョンの進捗状況を把握し改善を図るため
の定期チェックの活用

Ⅲ 成果と課題
48

47

48
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１年次の成果と課題

ア 検討課題の設定に関して
○ 各校の実践の列挙にとどまらず、実態や課題
意識を共有し検討したことで、カリキュラム・
マネジメントのあり方を考え、校⾧として取り
組むべき実践課題を明らかにすることができた。

● 育成したい資質・能力については、時代背景
や各校の実態等に応じて校⾧としてより明確に
捉え、そのうえで実践を創造することが必要で
ある。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

49

１年次の成果と課題

イ 各校における実践に関して

○ 校⾧自身が教育実践の当事者としてオーナー
シップを発揮していた。
○ 実践を共有したことにより自校の実践を参考
にしながら推進することができ、校⾧が協働で
研究する意義を再確認できた。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

50
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１年次の成果と課題

ウ ２年次へ向けて

● ２年次の実践課題（視点）の整理を１年次の
うちにある程度進めることで、場当たり的な２
年次の実践とならないように配慮したい。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～

51

おわりに

＊本日の発表では、各実践事例の「考察」まで
は述べていない。
⇒ 今後、１年次の実践の考察を行う。

＊これからの３年計画において、支会における
検討課題を確認し合いながら実践研究を進め、
研究主題に迫っていきたい。

北会津支会 教育活動の質の向上を目指して
～「カリキュラム・マネジメント」の推進～
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